
                                                                 
 
 
 
 

 
 

子供たちをみつめて  

                                          校長 赤尾 眞司 

 新しい年が始まって早１か月が過ぎました。今年はインフルエンザの流行が早く、本校でも１月中にすでに延べ

６学級で学級閉鎖をしました。まだまだ流行が続くと考えられます。手洗いやうがいをする、用のない時には人混

みには行かないなど十分な予防をして、風邪に負けずに、この２月を乗り切りたいものです。 
 １月１７日に「練馬区いじめ防止実践事例発表会」が開催されました。練馬区では、学校でのいじめをなくする

ために、毎年６月と１１月を「ふれあい（いじめ防止強化）月間」として、いじめの未然防止と早期解消に向けて

の取組を実施しています。その一貫として、１１月には子供たちから「いじめ防止標語」を募集しました。本校で

も全児童がいじめ防止標語を考え、その中から学年代表作品を選び応募しました。今年度はその中から、５年生

の・・・・ 君の作品が、「小学校４・５・６年生部門」で優秀賞に選ばれ、１７日の発表会で表彰されました。 
〇優秀賞の ・・・・ 君の作品です。    いじめ無視 それはとっくに 共犯者 
〇校内で選ばれた各学年代表の作品です。 かんがえよう だめなこと やっていいこと      １年生 

自分から手をかし 助け合おう            ２年生 
「もうやめて」 だれもが されて いやなことを   ３年生 
いじめをなくす第一歩は 相手の気持ちを考えることだ ４年生 
ぼうかん者 見ているだけなら 共犯者        ６年生 

他にもよく考えてくれた作品がたくさんありました。全校児童でこのような標語を考えることが、いじめ問題の

解決につながります。「１・２・３年生部門」最優秀作品は「わたしはきめた。いじめは、ぜったいゆるさない。」

でした。一人一人がこのような気持ちがもてると、いじめは起こらないと思います。日頃からいじめ防止に向けた

指導を進め、友達の良さに気付き、友達を大切にする児童を育てる教育を推進して参ります。 
○昔遊び体験 
１月２２日（火）に実施しました。毎年この時期に、１・２年生が昔遊びを体

験します。この行事は、青少年育成石東小校区委員の皆様の協力で実施していま

す。最近は体験することが少なくなった昔遊び。カルタ、あやとり、お手玉、め

んこ、羽根つき、こま、ビー玉、竹馬などの遊びを、校区委員会の皆様に教わり

ながら、一緒に楽しむことが出来ました。１・２年生の児童にとって毎年楽しみ

にしている学習の一つです。 
〇たくさんの表彰があります 
３学期はまとめの学期です。これまでの子供たちの努力の成果として、たくさ

んの賞状が来ています。一つは過日行われました、連合図工展と連合書写展です。

開催中はたくさんの保護者の皆様にご覧いただきました。本校から、図工展には

３年生以上の３３名、書写展には全校で２４名の作品を出品しました。 
また、今年度は練馬区から２人の児童表彰がありました。１年生の・・・・さ

んと５年生の ・・・・君です。・・さんはピアノで、・・君はバレーボールで、そ
れぞれ優秀な成績を収めたことに対する表彰でした。２人のこれまでの努力の成

果です。東京都小学校科学展練馬区選考会で優秀賞の５年生・・・・さん、石油作文コンクールで審査員特別賞の

５年生・・・・さんにも賞状が届きました。練馬の子らに出品した人、読書感想文の入賞の人たち、ジュニアリー

ダー講習会に継続して取り組んだ・・・・君など、今年度もたくさんの子供たちに賞状を渡しました。自分の得意

なこと、興味のあることに取り組むことは、自身の成長にとっても欠かせません。たくさんの子供たちの活躍を楽

しみにしています。 
２月８日（金）、９日（土）は展覧会です。本校では、展覧会のねらいを、作品を発表する喜びをもたせることと、

表現する意欲を高め、豊かな情操を育てることと考え取り組んでいます。子供たちは、よく考え、個性を十分に発

揮して作品を作り上げてきました。この１年間で制作した作品の中の一部の展示になりますが、日頃の学習の成果

を是非ご覧ください。 
ご家族そろってのご来場をお待ちしています。地域の皆様もご参観いただきますようお願いいたします。 
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